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18･酸化物超伝導体La2_xSrxCu04の低温比熱
室 岡 浩 司
r多 く の∴酸 化物超 伝導体では､ホー ル濃度 を増一加 さー 替 るとネー ル混度が減少
し､ 代 わ りに超 伝導相 が現 れ る. またご中性 子散乱の実験 に おいて､La系 で
は超 伝 導 相 に おいてもcl卜02面内で2次 元反強磁性 ス ピン相 関が存在 するこ





の磁 気 モーメン トの存在 と超伝導転移を平行 して示すことが出来る実験が是
非 とも必 要である｡ そ こで今回､超伝導相における磁気秩序の有無を調べる
ため に､磁性不純物や構造相転移の影響が少ないLa2_xSr,fC u04 (Sr
の濃度 x:o≦Ⅹ≦O.3) の比熱を80【mKコか ら60【K]の広い混度領域で測定 した｡
測定 で用 いた試料 では､超伝導転移点Tcにおいて､報告されていた値の 2倍
もの鋭 い比熱の跳びが観測 され､均一なバルク&'7伝導転移が実現 しているこ
とがわ か る｡dilution渦度域(0.5【K]以下)では､cuの核のSchottky比熱の高
温 側の裾 であるT-2項が現れ る｡その係数 ■-AI●のSr濃度依存性 (図 1)は､
x=Oで はhyperfinefieldHhf=79【kOe】(ー LarmOrfrequency ソL=92lMHz】for
63cu:cu-NQRの測定値)が存在す るとしたときの計貰値に､高濃度側(x)0.15)
では電 気 四 重極相 互作網によるcu核準位の分裂(- quadrupolefrequency
63レQ=36- 40【MHzコ:Cl-NQPL)のみが存在す るとした時の計算値に､それぞれ
実験 誤差 内で一致す る｡ xが0.15以下の値は電気四重極相互作岡のみが働 く
と 仮 定 した と きの 値 (図 1中の実線 ) よ りも明 らか に大 きい｡ これ は
63/65cu核 の位置にかな り大 きなHhfが存在することに遅伺する｡ Aの値から
Hhfを求め ると (図 2)､絶縁休 と超伝導体の境界の濃度Ⅹ=0.06でも大 きな
値 を示 す｡ (現在の実験ではx-0.1以上で11hfの精度が落ち るが)x～-0.15
までHhfつ ま りC-1のモーメン トの静的長距離秩序の存在を革め ることが出来
る｡ 故 に､比熱測定によって微視的なclの磁気モーメン トの情報を得ること
が出来て､酸素超伝導La系においては､超伝導領域 (0.06≦x≦0.25)で
も､鋼 モー メン トの静的な磁気秩序が共存 していることを示 しているように
思われ る｡
図 1 ･La2-xSrxCuO｡の核比熱A/T2 図 2 .
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